
　保育所保育指針では、保育の質の向上を図るため、「保育の計画の展開や保育士の自己評価を
踏まえ、保育の内容等について、自ら評価を行い、その結果を公表するように努めなければなら
ない。」ことが明記されています。当園では組織として自己評価に取り組みましたので公表しま
す。

【総評】
・子ども一人一人の育ちを受け止めながら理解を図り、職員間での共有や連携を大切にチームで
   の保育に努めました。また、インクルーシブ保育を学び合えるよう研修を受けたり、実践を通
　して伝え合ったりしました。
・今年度は大塚小学校との交流会や老人施設への慰問等、交流を通して関わりを深めたり、就学
　への期待や親しみを持ったりする機会をつくることができました。これからも地域との繋がり
　を大切にしていきたいです。
　

　

【今後の課題】
・今後も稲沢市が目指している『子どもを尊重する保育』を職員全員がしっかり心に留めながら
　チームで保育ができるようにしていきます。また、子ども主体の保育やインクルーシブ保育の
　充実に向けて環境を考えたり、研修や保育検討等の学び合いを深めたりしながら自己研鑽に努
　め、職員の保育の質の向上に繋げていきたいです。

どろんこ遊びの様子
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８．職員の資質向上

大塚保育園の自己評価

ハッピーハロウィン♪

小学生との交流


